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印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
個
人
の

印
鑑
を
公
に
証
明
す
る
も
の
で
あ

り
、
押
印
し
た
文
書
に
添
付
す
る

こ
と
で
、
本
人
の
同
一
性
と
本
人

の
意
思
の
確
認
を
す
る
大
変
重
要

な
書
類
で
す
。
印
鑑
登
録
を
す
る

と
印
鑑
登
録
証（
カ
ー
ド
）が
交
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
登
録
証
明
書
の

交
付
請
求
の
際
は
こ
の
カ
ー
ド
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

印
鑑
登
録
で
き
る
方
　

　
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

15
歳
以
上
の
方（
成
年
被
後
見
人

は
除
く
）

印
鑑
登
録
が
で
き
る
場
所
　

　
市
役
所
、
若
葉
駅
前
出
張
所

登
録
で
き
る
印
鑑
　

　
注
文
で
作
っ
た
印
鑑
ま
た
は
市

販
の
印
鑑（
氏
ま
た
は
名
の
印
鑑

で
も
登
録
可
）

　
印
影
が
一
辺
の
長
さ
８
㎜
の
正

方
形
よ
り
大
き
く
、
25
㎜
の
正
方

形
に
収
ま
る
も
の

登
録
で
き
な
い
印
鑑
　

　
大
量
生
産
さ
れ
た
も
の
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
変
形
し
や
す
い

素
材
で
作
ら
れ
た
も
の
、
文
字
や

輪
郭
が
欠
け
て
い
る
も
の
や
逆
彫

り（
白
抜
き
）の
も
の
、
本
人
の
氏

名
と
判
断
で
き
な
い
も
の
、
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏

ま
た
は
名
以
外
の
も
の
な
ど

印
鑑
登
録
の
方
法
　

　
本
人
ま
た
は
代
理
人（
申
請
用

の
委
任
状
を
持
参
）が
登
録
で
き

る
印
鑑
を
持
っ
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
本
人
確
認
の
た
め
、
照
会

書
を
自
宅
に
郵
送
し
ま
す（
た
だ

し
、
本
人
の
申
請
で
顔
写
真
付
き

の
公
的
機
関
が
発
行
し
た
身
分
証

明
書
が
あ
れ
ば
即
日
登
録
可
）。

　
照
会
書
が
届
い
た
ら
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
登
録
印
鑑
を
押
印

し
、
回
答
期
限
内
に
申
請
し
た
場

所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
に
は
回
答
届（
委
任
状
）と

代
理
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
　
保
証
人
登
録（
即
日
登
録
可
）　

　
す
で
に
鶴
ヶ
島
市
で
印
鑑
登
録

を
し
て
い
る
方
に
保
証
人
と
な
っ

て
も
ら
い
登
録
す
る
方
法
で
す
。

保
証
書
の
記
載
の
仕
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

　
印
鑑
登
録
証
は
登
録
印
と
同
様

に
大
切
な
も
の
で
す
。
本
人
が
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
申

請
す
る
と
き
は
、
印
鑑
登
録
証
を

必
ず
持
参
の
上
、
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
正
確
に
ご
記
入
く
だ

さ
い
。
印
鑑
登
録
証
が
な
い
と
印

鑑
証
明
書
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

印鑑登録制度のご案内 

問合先　市民課住民記録担当

10月から幼児教育・保育の無償化がスタート 

問合先　こども支援課保育担当

　
10
月
か
ら
、
主
に
３
歳
か
ら
５

歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
の
幼
稚
園
、

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の

利
用
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
無
償
化
の
範
囲
や
上
限
額
は
、

保
育
の
必
要
性
の
認
定（
支
給
認

定
）の
有
無
や
子
ど
も
の
年
齢
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
か
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
も
施
設
ご
と

に
実
費
で
徴
収
し
て
い
た
費
用（
副

食
費（
食
材
料
費
）・
通
園
送
迎
費
・

行
事
参
加
費
な
ど
）は
無
償
化
の

対
象
外
と
な
り
、
副
食
費
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
主
食
費
に
加

え
、
実
費
徴
収
と
な
り
ま
す
。

対
象
者
・
対
象
範
囲

幼
稚
園
・
認
可
保
育
所（
園
）・

認
定
こ
ど
も
園

・
３
～
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
全
て
の

子
ど
も
の
利
用
料
を
無
償
化

・
０
～
２
歳
児
ク
ラ
ス
の
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
子
ど
も
の
利
用
料

を
無
償
化

・
新
制
度
未
移
行
幼
稚
園
な
ど
の

利
用
料
は
、
月
額
２
万
５
７
０
０

円
を
上
限
に
無
償
化（
就
園
奨
励

費
は
無
償
化
開
始
に
伴
い
終
了
）

・
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園（
教
育

部
分
）は
、
満
３
歳
児
か
ら
無
償
化

・
実
費
と
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
る

費
用（
副
食
費（
食
材
料
費
）、
通

園
送
迎
費
、
行
事
費
な
ど
）は
、

無
償
化
の
対
象
外

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

・
保
育
の
必
要
性
が
あ
る
と
認
定

を
受
け
た
場
合
は
、
３
歳
児
ク
ラ

ス
か
ら
月
額
１
万
１
３
０
０
円
を

上
限
に
利
用
料
を
無
償
化

認
可
外
保
育
施
設
・
特
別
保
育
施
設

・
３
～
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
子
ど
も

（
保
育
認
定
が
あ
り
、
保
育
所
な

ど
を
利
用
し
て
い
な
い
）は
、
月

額
３
万
７
０
０
０
円
を
上
限
と
し

て
利
用
料
を
無
償
化

・
０
～
２
歳
児
ク
ラ
ス
の
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
子
ど
も（
保
育

認
定
が
あ
り
、
保
育
所
な
ど
を

利
用
し
て
い
な
い
）
は
、
月
額

４
万
２
０
０
０
円
を
上
限
と
し
て

利
用
料
を
無
償
化

障
害
児
通
園
施
設
な
ど

・
３
～
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
子
ど
も

の
利
用
料
を
無
償
化

・
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
な
ど
と
併
用
す
る
場
合
も
無

償
化
の
対
象

企
業
主
導
型
保
育
事
業

・
３
～
５
歳
児
ク
ラ
ス
お
よ
び
０

～
２
歳
児
ク
ラ
ス
の
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
子
ど
も
の
標
準
的
な
利

用
料
を
無
償
化
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　被害を軽減するために日ごろから対策を講ずることが
必要です。転倒した家具が体の上に倒れてきたり、通路
をふさいだりすると避難が遅れる原因になります。通路
には家具を置かないようにし、大きな家具などはＬ字金
具や突っ張り棒などで固定するようにしましょう。

　災害はいつ起こるかわかりません。もしものときに家族が慌てず行動できるよう、日ごろから話し合い、情報を共有
しておきましょう。

　災害時は、通信網の遮
断により連絡することが
困難になります。
　災害発生時に備え、家
族間であらかじめ避難場
所を決めておくことや、
災害用伝言サービス(災
害用伝言ダイヤル「171」、
災害用伝言板「web171」)
を活用するなど備えるこ
とが重要です。
　また、各種災害用伝言
サービスは、毎月1日と
15日などに利用体験がで
きます。

気象災害のときは・・・
　台風やゲリラ豪雨などの気象災害は、ある程度予測することが可能です。必要なときは、テレビやラジオ、インターネッ
トなどで最新の情報を収集するようにしましょう。

台風のとき
□鉢植えや物干し竿などは、強風で飛ばされないような
ところに移動しましょう。
□道路冠水や浸水の被害を防ぐため、雨水ますの周りに
落ち葉などがたまっていたら、清掃にご協力をお願いし
ます。

ゲリラ豪雨のとき
□家具や貴重品などを2階などの高い場所に移動させま
しょう。
□河川や下水路などには、絶対に近づかないようにしま
しょう。

日ごろから災害に備えた準備を心がけましょう！ 

　発災後3日間以上は自活できるように食料を備蓄しま
しょう。日ごろからできる方法として、「ローリング備蓄」
と呼ばれるものがあります。日持ちする食料や飲料など
を多めに備蓄しておき、普段から備蓄したものを食べつ
つ、なくなったら新しいものを買い足していくというも
のです。
　また、日ごろから非
常持ち出し品を整理し、
食料のほかティッシュ
やタオル、歯ブラシな
どの衛生品の備蓄をし
ましょう。
各家庭で用意すべきものは
違います。「我が家に必要な
もの」を考えましょう！

　家の中を点検しようポイント1 　ローリング備蓄を始めようポイント2

特集　市民の皆さんが主役です！つるがしまの防災

　避難場所や非常時の連絡方法などを確認しておこうポイント3
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老齢年金を 
受給されている皆さんへ 
問合先　保険年金課国民年金担当

　
老
齢
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て

所
得
税
や
住
民
税
の
課
税
対
象
と

さ
れ
て
い
ま
す（
障
害
年
金
、
遺

族
年
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　
老
齢
年
金
の
年
金
額
が
所
得
税

の
課
税
対
象（
65
歳
未
満
の
方
は

１
０
８
万
円
以
上
、
65
歳
以
上
の

方
は
１
５
８
万
円
以
上
）と
な
る

方
に
対
し
て
、
９
月
中
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
「
扶
養
親
族
等
申
告

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
内

容
を
ご
確
認
の
上
、
提
出
期
限
ま

で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種

控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
な

ど
の
源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指して   ～9月10日から16日は自殺予防週間です～

問合先　障害者福祉課障害者支援担当

　
自
殺
は
「
個
人
の
問
題
」
と
さ

れ
が
ち
で
す
。
実
際
は
、
病
気
や

ケ
ガ
、
失
業
や
借
金
、
介
護
や
育

児
の
負
担
、
い
じ
め
や
虐
待
、
過

労
や
ス
ト
レ
ス
と
い
っ
た
個
人
と

社
会
の
要
因
が
絡
み
合
い
、「
心

理
的
に
追
い
込
め
ら
れ
た
末
の

死
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
死
に
た
い
」
と
「
生
き
た
い
」

の
気
持
ち
の
間
で
揺
れ
動
き
、
不

眠
、
体
調
不
良
、
自
殺
を
ほ
の
め

か
す
言
動
な
ど
の
サ
イ
ン（
予
兆
）

を
発
す
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
身
近
な
人
が
気

づ
き
、
声
を
か
け
、
耳
を
傾
け
、

専
門
家
に
つ
な
げ
、
見
守
る
こ
と

で
、
自
殺
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
こ
の
働
き
か
け
る
人
を
「
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー（
命
の
門
番
）」
と
い

い
ま
す
。

　
現
代
社
会
で
は
誰
も
が
心
の
健

康
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
自
殺
を
特
別
な
こ
と
に
せ
ず

身
近
な
問
題
と
し
て
受
け
と
め
れ

ば
、
一
人
ひ
と
り
は
大
切
な
人
の

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
で
す
。
　

気
づ
き
・
声
か
け
　

　
元
気
が
な
い
、た
め
息
が
多
い
、

食
欲
が
な
い
、
眠
れ
て
い
な
い
な

ど
、
身
近
な
人
の
い
つ
も
と
違
う

様
子
が
気
に
な
っ
た
ら
、
自
分
な

り
に
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

耳
を
傾
け
る

　
し
っ
か
り
相
手
と
向
き
合
い
、

言
い
分
を
そ
の
ま
ま
受
け
と
め
ま

す
。
う
な
ず
く
だ
け
で
も
十
分
で

す
。
こ
れ
ま
で
苦
し
ん
で
き
た
こ

と
を
ね
ぎ
ら
い
、
相
手
は
「
自
分

は
独
り
で
な
か
っ
た
」
と
安
心
で

き
ま
す
。
激
励
や
説
教
は
禁
物
で

す
。

つ
な
ぐ

　
相
談
を
受
け
た
側
は
、
一
人
で

抱
え
ず
、
内
容
に
よ
っ
て
は
早
め

に
病
院
や
相
談
機
関
の
専
門
家
に

つ
な
ぎ
ま
す
。
本
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
り
な
が
ら
、
家
族
や
上

司
・
友
人
ら
の
協
力
を
求
め
ま
す
。

見
守
る

　
世
話
を
焼
き
過
ぎ
ず
、
少
し
気

に
留
め
る
程
度
で
、
い
つ
も
と
変

わ
ら
ぬ
態
度
で
、
温
か
く
、
長
い

目
で
見
守
り
ま
す
。

市
の
取
り
組
み

　
毎
月
１
回
精
神
科
医
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
23
ペ
ー
ジ

参
照
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
保
健
師
や
精
神
保
健
福
祉
士
が

随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

県立精神保健福祉センター
（伊奈町小室818-2　ニューシャトル・丸山駅下車）
　電話相談「こころの電話」　☎048・723・1447（平日）
　来所相談（電話予約制　平日9時～17時）　☎048・723・3333
厚生労働省「こころの健康相談統一ダイヤル」
　☎0570・064・556（平日9時～17時）
埼玉いのちの電話
　☎048・645・4343（24時間365日）　
さいたまチャイルドライン
　どんな悩みも受けとめる18歳までの子どもがかける無料の電話です。
　☎0120・99・7777（毎日16時～21時　※金曜日は16時～23時）
暮らしとこころの総合相談会
　生活全般およびこころの健康を、弁護士や専門の職員がお受けします。
　相談場所　JACK大宮5階（さいたま市大宮区錦町682-2）
　月2回木曜日　15時～19時
　電話予約制　☎048・782・4675
坂戸保健所（坂戸市石井2327-1）
　�☎283・7815（平日8時30分～17
時15分）

主な相談窓口
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国民健康保険証の一斉更新を行います

問合先　保険年金課国民健康保険担当

「プレミアム付商品券」販売のご案内

問合先　福祉政策課プレミアム付商品券担当

　
現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証（
保
険
証
）の
有
効
期
限
が
、

９
月
30
日
ま
で
の
た
め
、
一
斉
更

新
を
行
い
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
９
月
中
旬
に

世
帯
主
あ
て
に
簡
易
書
留
郵
便
で

送
り
ま
す
。
９
月
中
に
届
か
な
い

場
合
や
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
保
険
証
は
７
月
31
日
ま
で

　
令
和
２
年
８
月
か
ら「
保
険
証
」

と
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
一
体
化

す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
し
い
保
険

証
の
有
効
期
間
は
令
和
元
年
10
月

１
日
か
ら
令
和
２
年
７
月
31
日
ま

で
の
10
か
月
間
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
令
和
２
年
度
か
ら
の
有
効
期

間
は
、「
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７

月
31
日
ま
で
」
に
変
更
と
な
り
ま

す
。

・
期
間
内
に
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
対
象
者
に
な
る
方
な
ど
は
、

そ
の
時
点
で
保
険
証
が
切
り
替
え

と
な
り
ま
す
。

・
有
効
期
限
が
切
れ
た
保
険
証
は
、

ご
自
身
で
裁
断
す
る
な
ど
し
て
、

処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
保
険
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供
に

関
す
る
意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
表
示
欄
を
保
護
す
る

シ
ー
ル
を
希
望
す
る
方
に
は
、
市

役
所
や
各
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

配
布
し
ま
す
。

会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合

に
は
国
保
へ
の
届
出
が
必
要
で
す

　
届
出
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
後

に
、
国
保
の
保
険
証
を
使
い
診
療

を
受
け
た
方
は
、
国
保
負
担
分
の

医
療
費
を
お
返
し
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

届
出
に
必
要
な
も
の

①
国
保
の
保
険
証
な
ど

②
職
場
な
ど
の
保
険
証

③
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド（
個
人
番
号
が
確
認
で
き

る
も
の
）

④
運
転
免
許
証
ま
た
は
旅
券
な
ど

（
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付

き
の
証
明
書
）

※
　
①
～
③
と
も
に
世
帯
主
お
よ

び
対
象
者
分

滞
納
し
て
い
る
世
帯
の
方

　
国
民
健
康
保
険
税
を
１
年
以
上

滞
納
し
て
い
る
世
帯
は
、
有
効
期

間
の
短
い
保
険
証（
短
期
保
険
証
）

を
９
月
中
旬
以
降
に
保
険
年
金
課

の
窓
口
で
交
付
し
ま
す
の
で
、
更

新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
10
月
に
予
定
さ
れ
る
消
費
税

率
・
地
方
消
費
税
率
の
10
％
へ
の

引
き
上
げ
に
伴
い
、
市
民
税
非
課

税
者
や
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
緩

和
と
、
市
内
で
の
消
費
喚
起
の
事

業
と
し
て
、「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
」
を
販
売
し
ま
す
。

購
入
対
象
者

市
民
税
非
課
税
の
方

　
平
成
31
年
１
月
１
日
に
鶴
ヶ
島

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
令
和
元

年
度
市
民
税
非
課
税
の
方
。
た
だ

し
、市
民
税
課
税
者
と
同
一
生
計・

扶
養
親
族
、
生
活
保
護
受
給
者
な

ど
は
除
く
。

※
　
申
請
い
た
だ
い
た
方
に
、
９

月
中
旬
よ
り
順
次
購
入
引
換
券
を

送
付
し
ま
す
。
な
お
、
該
当
す
る

可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、
８
月
か

ら
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

子
育
て
世
帯
の
方

　
平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令
和

元
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
が
属
す
る
世
帯
主
の
方

※
　
出
生
日
に
よ
り
住
民
登
録
要

件
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
に

は
、
９
月
中
旬
よ
り
順
次
購
入
引

換
券
を
送
付
し
ま
す

商
品
券

１
セ
ッ
ト
５
０
０
０
円
分（
５
０
０

円
券
×
10
枚
）を
４
０
０
０
円
で

販
売（
１
人
当
た
り
５
セ
ッ
ト
ま

で
購
入
可
）

商
品
券
販
売
期
間

10
月
１
日
㈫
～
令
和
２
年
２
月
28

日
㈮

商
品
券
販
売
場
所

市
内
郵
便
局
４
局（
平
日
９
時
～

17
時
）

・
鶴
ヶ
島
郵
便
局

　（
脚
折
１
８
３
５
―
４
）

・
鶴
ヶ
島
駅
前
郵
便
局

　（
上
広
谷
13
―
７
）

・
鶴
ヶ
島
鶴
ヶ
丘
郵
便
局

　（
鶴
ヶ
丘
38
―
29
）

・
鶴
ヶ
島
下
新
田
郵
便
局

　（
下
新
田
54
―
３
）

市
役
所
２
階
　
10
月
５
日
㈯
、
12

日
㈯（
２
日
間
の
み
　
８
時
30
分

～
12
時
）

若
葉
駅
前
出
張
所
　
10
月
１
日

㈫
～
10
月
４
日
㈮（
4
日
間
の
み
　

9
時
～
17
時
）

商
品
券
使
用
可
能
期
間

10
月
１
日
㈫
～
令
和
２
年
２
月
29

日
㈯

【
ご
注
意
を
】

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
販
売
を

装
っ
た「
振
り
込
め
詐
欺
」や「
個

人
情
報
の
詐
取
」
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
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老齢年金を 
受給されている皆さんへ 
問合先　保険年金課国民年金担当

　
老
齢
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て

所
得
税
や
住
民
税
の
課
税
対
象
と

さ
れ
て
い
ま
す（
障
害
年
金
、
遺

族
年
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　
老
齢
年
金
の
年
金
額
が
所
得
税

の
課
税
対
象（
65
歳
未
満
の
方
は

１
０
８
万
円
以
上
、
65
歳
以
上
の

方
は
１
５
８
万
円
以
上
）と
な
る

方
に
対
し
て
、
９
月
中
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
「
扶
養
親
族
等
申
告

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
内

容
を
ご
確
認
の
上
、
提
出
期
限
ま

で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種

控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
な

ど
の
源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指して   ～9月10日から16日は自殺予防週間です～

問合先　障害者福祉課障害者支援担当

　
自
殺
は
「
個
人
の
問
題
」
と
さ

れ
が
ち
で
す
。
実
際
は
、
病
気
や

ケ
ガ
、
失
業
や
借
金
、
介
護
や
育

児
の
負
担
、
い
じ
め
や
虐
待
、
過

労
や
ス
ト
レ
ス
と
い
っ
た
個
人
と

社
会
の
要
因
が
絡
み
合
い
、「
心

理
的
に
追
い
込
め
ら
れ
た
末
の

死
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
死
に
た
い
」
と
「
生
き
た
い
」

の
気
持
ち
の
間
で
揺
れ
動
き
、
不

眠
、
体
調
不
良
、
自
殺
を
ほ
の
め

か
す
言
動
な
ど
の
サ
イ
ン（
予
兆
）

を
発
す
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
身
近
な
人
が
気

づ
き
、
声
を
か
け
、
耳
を
傾
け
、

専
門
家
に
つ
な
げ
、
見
守
る
こ
と

で
、
自
殺
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
こ
の
働
き
か
け
る
人
を
「
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー（
命
の
門
番
）」
と
い

い
ま
す
。

　
現
代
社
会
で
は
誰
も
が
心
の
健

康
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
自
殺
を
特
別
な
こ
と
に
せ
ず

身
近
な
問
題
と
し
て
受
け
と
め
れ

ば
、
一
人
ひ
と
り
は
大
切
な
人
の

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
で
す
。
　

気
づ
き
・
声
か
け
　

　
元
気
が
な
い
、た
め
息
が
多
い
、

食
欲
が
な
い
、
眠
れ
て
い
な
い
な

ど
、
身
近
な
人
の
い
つ
も
と
違
う

様
子
が
気
に
な
っ
た
ら
、
自
分
な

り
に
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

耳
を
傾
け
る

　
し
っ
か
り
相
手
と
向
き
合
い
、

言
い
分
を
そ
の
ま
ま
受
け
と
め
ま

す
。
う
な
ず
く
だ
け
で
も
十
分
で

す
。
こ
れ
ま
で
苦
し
ん
で
き
た
こ

と
を
ね
ぎ
ら
い
、
相
手
は
「
自
分

は
独
り
で
な
か
っ
た
」
と
安
心
で

き
ま
す
。
激
励
や
説
教
は
禁
物
で

す
。

つ
な
ぐ

　
相
談
を
受
け
た
側
は
、
一
人
で

抱
え
ず
、
内
容
に
よ
っ
て
は
早
め

に
病
院
や
相
談
機
関
の
専
門
家
に

つ
な
ぎ
ま
す
。
本
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
り
な
が
ら
、
家
族
や
上

司
・
友
人
ら
の
協
力
を
求
め
ま
す
。

見
守
る

　
世
話
を
焼
き
過
ぎ
ず
、
少
し
気

に
留
め
る
程
度
で
、
い
つ
も
と
変

わ
ら
ぬ
態
度
で
、
温
か
く
、
長
い

目
で
見
守
り
ま
す
。

市
の
取
り
組
み

　
毎
月
１
回
精
神
科
医
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
23
ペ
ー
ジ

参
照
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
保
健
師
や
精
神
保
健
福
祉
士
が

随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

県立精神保健福祉センター
（伊奈町小室818-2　ニューシャトル・丸山駅下車）
　電話相談「こころの電話」　☎048・723・1447（平日）
　来所相談（電話予約制　平日9時～17時）　☎048・723・3333
厚生労働省「こころの健康相談統一ダイヤル」
　☎0570・064・556（平日9時～17時）
埼玉いのちの電話
　☎048・645・4343（24時間365日）　
さいたまチャイルドライン
　どんな悩みも受けとめる18歳までの子どもがかける無料の電話です。
　☎0120・99・7777（毎日16時～21時　※金曜日は16時～23時）
暮らしとこころの総合相談会
　生活全般およびこころの健康を、弁護士や専門の職員がお受けします。
　相談場所　JACK大宮5階（さいたま市大宮区錦町682-2）
　月2回木曜日　15時～19時
　電話予約制　☎048・782・4675
坂戸保健所（坂戸市石井2327-1）
　�☎283・7815（平日8時30分～17
時15分）

主な相談窓口
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国民健康保険証の一斉更新を行います

問合先　保険年金課国民健康保険担当

「プレミアム付商品券」販売のご案内

問合先　福祉政策課プレミアム付商品券担当

　
現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証（
保
険
証
）の
有
効
期
限
が
、

９
月
30
日
ま
で
の
た
め
、
一
斉
更

新
を
行
い
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
９
月
中
旬
に

世
帯
主
あ
て
に
簡
易
書
留
郵
便
で

送
り
ま
す
。
９
月
中
に
届
か
な
い

場
合
や
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
保
険
証
は
７
月
31
日
ま
で

　
令
和
２
年
８
月
か
ら「
保
険
証
」

と
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
一
体
化

す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
し
い
保
険

証
の
有
効
期
間
は
令
和
元
年
10
月

１
日
か
ら
令
和
２
年
７
月
31
日
ま

で
の
10
か
月
間
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
令
和
２
年
度
か
ら
の
有
効
期

間
は
、「
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７

月
31
日
ま
で
」
に
変
更
と
な
り
ま

す
。

・
期
間
内
に
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
対
象
者
に
な
る
方
な
ど
は
、

そ
の
時
点
で
保
険
証
が
切
り
替
え

と
な
り
ま
す
。

・
有
効
期
限
が
切
れ
た
保
険
証
は
、

ご
自
身
で
裁
断
す
る
な
ど
し
て
、

処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
保
険
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供
に

関
す
る
意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
表
示
欄
を
保
護
す
る

シ
ー
ル
を
希
望
す
る
方
に
は
、
市

役
所
や
各
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

配
布
し
ま
す
。

会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合

に
は
国
保
へ
の
届
出
が
必
要
で
す

　
届
出
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
後

に
、
国
保
の
保
険
証
を
使
い
診
療

を
受
け
た
方
は
、
国
保
負
担
分
の

医
療
費
を
お
返
し
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

届
出
に
必
要
な
も
の

①
国
保
の
保
険
証
な
ど

②
職
場
な
ど
の
保
険
証

③
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド（
個
人
番
号
が
確
認
で
き

る
も
の
）

④
運
転
免
許
証
ま
た
は
旅
券
な
ど

（
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付

き
の
証
明
書
）

※
　
①
～
③
と
も
に
世
帯
主
お
よ

び
対
象
者
分

滞
納
し
て
い
る
世
帯
の
方

　
国
民
健
康
保
険
税
を
１
年
以
上

滞
納
し
て
い
る
世
帯
は
、
有
効
期

間
の
短
い
保
険
証（
短
期
保
険
証
）

を
９
月
中
旬
以
降
に
保
険
年
金
課

の
窓
口
で
交
付
し
ま
す
の
で
、
更

新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
10
月
に
予
定
さ
れ
る
消
費
税

率
・
地
方
消
費
税
率
の
10
％
へ
の

引
き
上
げ
に
伴
い
、
市
民
税
非
課

税
者
や
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
緩

和
と
、
市
内
で
の
消
費
喚
起
の
事

業
と
し
て
、「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
」
を
販
売
し
ま
す
。

購
入
対
象
者

市
民
税
非
課
税
の
方

　
平
成
31
年
１
月
１
日
に
鶴
ヶ
島

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
令
和
元

年
度
市
民
税
非
課
税
の
方
。
た
だ

し
、市
民
税
課
税
者
と
同
一
生
計・

扶
養
親
族
、
生
活
保
護
受
給
者
な

ど
は
除
く
。

※
　
申
請
い
た
だ
い
た
方
に
、
９

月
中
旬
よ
り
順
次
購
入
引
換
券
を

送
付
し
ま
す
。
な
お
、
該
当
す
る

可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、
８
月
か

ら
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

子
育
て
世
帯
の
方

　
平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令
和

元
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
が
属
す
る
世
帯
主
の
方

※
　
出
生
日
に
よ
り
住
民
登
録
要

件
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
に

は
、
９
月
中
旬
よ
り
順
次
購
入
引

換
券
を
送
付
し
ま
す

商
品
券

１
セ
ッ
ト
５
０
０
０
円
分（
５
０
０

円
券
×
10
枚
）を
４
０
０
０
円
で

販
売（
１
人
当
た
り
５
セ
ッ
ト
ま

で
購
入
可
）

商
品
券
販
売
期
間

10
月
１
日
㈫
～
令
和
２
年
２
月
28

日
㈮

商
品
券
販
売
場
所

市
内
郵
便
局
４
局（
平
日
９
時
～

17
時
）

・
鶴
ヶ
島
郵
便
局

　（
脚
折
１
８
３
５
―
４
）

・
鶴
ヶ
島
駅
前
郵
便
局

　（
上
広
谷
13
―
７
）

・
鶴
ヶ
島
鶴
ヶ
丘
郵
便
局

　（
鶴
ヶ
丘
38
―
29
）

・
鶴
ヶ
島
下
新
田
郵
便
局

　（
下
新
田
54
―
３
）

市
役
所
２
階
　
10
月
５
日
㈯
、
12

日
㈯（
２
日
間
の
み
　
８
時
30
分

～
12
時
）

若
葉
駅
前
出
張
所
　
10
月
１
日

㈫
～
10
月
４
日
㈮（
4
日
間
の
み
　

9
時
～
17
時
）

商
品
券
使
用
可
能
期
間

10
月
１
日
㈫
～
令
和
２
年
２
月
29

日
㈯

【
ご
注
意
を
】

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
販
売
を

装
っ
た「
振
り
込
め
詐
欺
」や「
個

人
情
報
の
詐
取
」
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
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宝くじ助成金で自治会館に
備品を整備しました

問合先　地域活動推進課地域活動推進担当

小学校就学時健康診断のお知らせ

問合先　学校教育課学務担当

貯水槽水道の適正な管理をお願いします 

問合先　生活環境課環境保全担当

　
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル
の
よ
う
に

市
や
水
道
事
業
体
が
供
給
す
る
水

道
水
を
、
一
旦
受
水
槽
に
貯
め
た

後
に
各
住
居
や
事
務
所
な
ど
に
水

道
水
を
供
給
す
る
給
水
設
備
を
、

受
水
槽
の
有
効
容
量
に
関
わ
ら
ず

総
称
し
て
貯
水
槽
水
道
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
受
水
槽
の
有
効
容
量

が
10
㎥
を
超
え
る
も
の
を
簡
易
専

用
水
道
と
呼
び
、
水
道
法
に
規
定

さ
れ
た
管
理
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
受
水
槽
の
有
効
容
量
が

10
㎥
以
下
の
も
の
は
小
規
模
貯
水

槽
水
道
と
呼
び
、
水
道
法
の
規
制

を
受
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
坂
戸
、

鶴
ヶ
島
水
道
企
業
団
水
道
事
業
給

水
条
例
の
適
用
を
受
け
ま
す
。

　
受
水
槽
を
設
置
さ
れ
た
方
は
、

安
全
で
衛
生
的
な
飲
み
水
を
確
保

す
る
た
め
、正
し
い
管
理
を
行
い
、

定
期
的
に
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
簡
易
専
用
水
道
の
設
置

者
は
、
１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、

厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た

簡
易
専
用
水
道
の
検
査
機
関
に
依

頼
し
、
簡
易
専
用
水
道
の
管
理
に

つ
い
て
必
ず
検
査
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
水
槽
・
高
置
水
槽
に
つ
い
て

も
、
掃
除
を
１
年
以
内
ご
と
に
１

回
、行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
清
掃
に
は
専
門
的
な
知
識
・
技

術
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
建

築
物
衛
生
法
に
基
づ
き
、
埼
玉
県

知
事
の
登
録
を
受
け
た
建
築
物
飲

料
水
貯
水
槽
清
掃
業
者
を
活
用
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

法
定
検
査
実
施
機
関

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

topics/bukyoku/kenkou/
suido/suishitsu/02a.htm

l

貯
水
槽
清
掃
業
者

埼
玉
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.saitam

a.
lg.jp/a0706/biru-eisei/
biru-touroku.htm

l

※
　
登
録
検
査
機
関
な
ど
は
随
時

追
加
・
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

ず
最
新
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い 詳細はこちら詳細はこちら

　
今
年
度
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
に
実
施
し
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の

助
成
金
を
い
た
だ
き
、
下
新
田
会

館
に
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
備
品
整
備
に
よ
っ
て
、
よ

り
一
層
充
実
し
た
自
治
会
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

整
備
備
品

　
テ
ン
ト
２
張
、
音
響
設
備
一
式

（
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
、
マ
イ
ク

な
ど
）、
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
30
台
、

　
学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
き
、

令
和
２
年
４
月
小
学
校
入
学
予
定

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
健
康
診

断
を
実
施
し
ま
す
。
保
護
者
の
方

に
は
、
９
月
上
旬
に
就
学
時
健
康

診
断
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
通

知
書
が
届
か
な
い
方
、
当
日
都
合

の
つ
か
な
い
方
は
、
学
校
教
育
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
　
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い

対
象
　
令
和
２
年
４
月
小
学
校
入

学
予
定
の
お
子
さ
ん

場
所
　
市
内
各
小
学
校

内
容
　
内
科
検
診
、
歯
科
検
診
、

視
力
検
査
、
聴
力
検
査
、
知
能
検

査

折
り
た
た
み
椅
子
70
脚
、
エ
ア
コ

ン
４
台
、
洋
式
便
座
４
台
、
掲
示

板
１
台
、
物
置
１
台
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投

光
器
３
台
、
発
電
機
１
台

学校名 実施予定日 受付時間
鶴ヶ島第一小学校 10月11日(金) 13時		5分～13時30分	
鶴ヶ島第二小学校 10月11日(金) 13時10分～13時30分	
新町小学校 10月11日(金) 13時10分～13時30分	
杉下小学校 10月		9日(水) 13時10分～13時30分	
長久保小学校 10月10日(木) 13時10分～13時30分	
栄小学校 10月		9日(水) 13時10分～13時30分	
藤小学校 10月		7日(月) 13時20分～13時40分	
南小学校 10月		9日(水) 13時10分～13時30分

8

総合計画に対するご意見を
お聞かせください

問合先　政策推進課政策担当

第25回参議院議員通常選挙の結果 

問合先　選挙管理委員会

秋の全国交通安全運動を実施します

問合先　安心安全推進課交通安全・防犯担当

明るい選挙啓発標語コンクール
入選作品

問合先　選挙管理委員会

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
日
が
短
く

な
り
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
事
故

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
自
動
車
運
転
中
だ
け
で
な
く
、

歩
行
中
や
自
転
車
乗
車
中
も
、
必

ず
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
安

全
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
夕
暮
れ
時
や
、
夜
間
の
交
通
事

故
防
止
に
は
、「
反
射
材
の
着
用
」

と「
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
適
正
な
使
用
」

が
、
と
て
も
有
効
で
す
。

　
歩
行
者
は
、
明
る
い
色
の
服
を

着
用
し
、
反
射
材
を
身
に
付
け
、

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
え
や
す
い
格

好
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
周
囲
の
状
況

を
判
断
し
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
と
ロ
ー

ビ
ー
ム
を
こ
ま
め
に
切
り
替
え
な

が
ら
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　
高
校
生
に
選
挙
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
う
機
会
を
増
や
し
、
若
年

層
の
投
票
率
の
向
上
に
つ
な
げ
る

た
め
、
鶴
ヶ
島
市
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
が
埼
玉
県
立
鶴
ヶ
島
清

風
高
等
学
校
の
生
徒
を
対
象
に

「
鶴
ヶ
島
市
明
る
い
選
挙
啓
発
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
６
３
２
点
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
、
最
優
秀
作
品
１
点
お
よ
び
優

秀
作
品
２
点
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
少
し
の
工
夫
を
す

る
だ
け
で
、
交
通
事
故
発
生
の
リ

ス
ク
は
大
き
く
減
少
し
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
、
自

分
の
命
だ
け
で
な
く
、
誰
か
の
命

を
守
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
交
通
安
全
の
輪
を
広
げ
、
交
通

事
故
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。

実
施
期
間
　
９
月
21
日
㈯
～
９
月

30
日
㈪

運
動
重
点
　
反
射
材
の
着
用
と
ハ

イ
ビ
ー
ム
の
適
正
な
使
用
に
よ
る

交
通
事
故
防
止

街
頭
指
導
　
店
舗
・
交
差
点
利
用

者
に
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
な
が

ら
、交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

日
時
　
９
月
24
日
㈫
16
時
か
ら

場
所
　
ベ
イ
シ
ア
鶴
ヶ
島
店

最
優
秀
作
品

「
そ
の
一
票
　
未
来
を
変
え
る
　
意

思
表
示
」（
３
年
生
　
小お

澤ざ
わ

秋あ
き
徳の
り
さ

ん
の
作
品
）

優
秀
作
品

「
選
ぼ
う
よ
　
令
和
最
初
の
　
投

票
で
」（
２
年
生
　
平ひ
ら

野の

莉ら
い

耶や

さ

ん
の
作
品
）

「
今
こ
の
と
き
　
未
来
に
向
け
て
　

一
票
を
」（
１
年
生
　
中な
か

里ざ
と

す
み
れ��

さ
ん
の
作
品
）

　
令
和
２
年
度
か
ら
の
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
総
合

計
画
」
の
素
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
９
月
１
日
㈰
～
９
月

30
日
㈪

提
出
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
意
見
を
記
入
し
、
メ
ー
ル

（10200010@
city.tsurugashi

　
７
月
21
日
に
行
わ
れ
た
第
25
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
鶴
ヶ
島
市
の

開
票
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

m
a.lg.jp

）、
郵
送（
〒
350
―
２
２

９
２
住
所
不
要
）、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ（
5
２
７
１・
１
１
９
０
）ま
た

は
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

閲
覧
方
法
　
計
画
素
案
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
市
役
所
、
女

性
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
中

央
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

参議院比例代表選出議員選挙
投票率	48.55％ (46.48％)

政党等名称
( 届出順 ) 得票数

日本共産党 2,985(293,786)

自由民主党 8,213(873,762)

オリーブの木 72(					7,554)

社会民主党 565(		44,100)

公明党 4,273(403,601)

国民民主党 1,499(145,141)

日本維新の会 2,078(203,663)

幸福実現党 97(		10,169)

立憲民主党 5,731(578,880)

労働の解放をめざす労働者党 17(					2,701)

NHKから国民を守る党 700(		68,685)

安楽死制度を考える会 186(		18,997)

れいわ新選組 1,370(132,831)
※ (　) は、埼玉県全体の投票率と得票数
です。得票数は、小数点以下を切り捨て
て表記しています

参議院埼玉県選出議員選挙
投票率	48.56％ (46.48％)
当選 候補者名

( 届出順 ) 得票数

ししど	ちえ 2,225(244,399)

当 伊藤	岳 3,626(359,297)

当 矢倉	かつお 5,535(532,302)

沢田	良 2,136(204,075)

さめじま	良司 226(		21,153)

当 くまがい	裕人 5,413(536,338)

当 古川	俊治 7,418(786,479)

小島	一郎 183(		19,515)

佐藤	恵理子 968(		80,741)

※ (　) は、埼玉県全体の投票率と得票数
です
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宝くじ助成金で自治会館に
備品を整備しました

問合先　地域活動推進課地域活動推進担当

小学校就学時健康診断のお知らせ

問合先　学校教育課学務担当

貯水槽水道の適正な管理をお願いします 

問合先　生活環境課環境保全担当

　
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル
の
よ
う
に

市
や
水
道
事
業
体
が
供
給
す
る
水

道
水
を
、
一
旦
受
水
槽
に
貯
め
た

後
に
各
住
居
や
事
務
所
な
ど
に
水

道
水
を
供
給
す
る
給
水
設
備
を
、

受
水
槽
の
有
効
容
量
に
関
わ
ら
ず

総
称
し
て
貯
水
槽
水
道
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
受
水
槽
の
有
効
容
量

が
10
㎥
を
超
え
る
も
の
を
簡
易
専

用
水
道
と
呼
び
、
水
道
法
に
規
定

さ
れ
た
管
理
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
受
水
槽
の
有
効
容
量
が

10
㎥
以
下
の
も
の
は
小
規
模
貯
水

槽
水
道
と
呼
び
、
水
道
法
の
規
制

を
受
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
坂
戸
、

鶴
ヶ
島
水
道
企
業
団
水
道
事
業
給

水
条
例
の
適
用
を
受
け
ま
す
。

　
受
水
槽
を
設
置
さ
れ
た
方
は
、

安
全
で
衛
生
的
な
飲
み
水
を
確
保

す
る
た
め
、正
し
い
管
理
を
行
い
、

定
期
的
に
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
簡
易
専
用
水
道
の
設
置

者
は
、
１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、

厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た

簡
易
専
用
水
道
の
検
査
機
関
に
依

頼
し
、
簡
易
専
用
水
道
の
管
理
に

つ
い
て
必
ず
検
査
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
水
槽
・
高
置
水
槽
に
つ
い
て

も
、
掃
除
を
１
年
以
内
ご
と
に
１

回
、行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
清
掃
に
は
専
門
的
な
知
識
・
技

術
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
建

築
物
衛
生
法
に
基
づ
き
、
埼
玉
県

知
事
の
登
録
を
受
け
た
建
築
物
飲

料
水
貯
水
槽
清
掃
業
者
を
活
用
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

法
定
検
査
実
施
機
関

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

topics/bukyoku/kenkou/
suido/suishitsu/02a.htm

l

貯
水
槽
清
掃
業
者

埼
玉
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.saitam

a.
lg.jp/a0706/biru-eisei/
biru-touroku.htm

l

※
　
登
録
検
査
機
関
な
ど
は
随
時

追
加
・
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

ず
最
新
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い 詳細はこちら詳細はこちら

　
今
年
度
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
に
実
施
し
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の

助
成
金
を
い
た
だ
き
、
下
新
田
会

館
に
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
備
品
整
備
に
よ
っ
て
、
よ

り
一
層
充
実
し
た
自
治
会
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

整
備
備
品

　
テ
ン
ト
２
張
、
音
響
設
備
一
式

（
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
、
マ
イ
ク

な
ど
）、
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
30
台
、

　
学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
き
、

令
和
２
年
４
月
小
学
校
入
学
予
定

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
健
康
診

断
を
実
施
し
ま
す
。
保
護
者
の
方

に
は
、
９
月
上
旬
に
就
学
時
健
康

診
断
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
通

知
書
が
届
か
な
い
方
、
当
日
都
合

の
つ
か
な
い
方
は
、
学
校
教
育
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
　
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い

対
象
　
令
和
２
年
４
月
小
学
校
入

学
予
定
の
お
子
さ
ん

場
所
　
市
内
各
小
学
校

内
容
　
内
科
検
診
、
歯
科
検
診
、

視
力
検
査
、
聴
力
検
査
、
知
能
検

査

折
り
た
た
み
椅
子
70
脚
、
エ
ア
コ

ン
４
台
、
洋
式
便
座
４
台
、
掲
示

板
１
台
、
物
置
１
台
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投

光
器
３
台
、
発
電
機
１
台

学校名 実施予定日 受付時間
鶴ヶ島第一小学校 10月11日(金) 13時		5分～13時30分	
鶴ヶ島第二小学校 10月11日(金) 13時10分～13時30分	
新町小学校 10月11日(金) 13時10分～13時30分	
杉下小学校 10月		9日(水) 13時10分～13時30分	
長久保小学校 10月10日(木) 13時10分～13時30分	
栄小学校 10月		9日(水) 13時10分～13時30分	
藤小学校 10月		7日(月) 13時20分～13時40分	
南小学校 10月		9日(水) 13時10分～13時30分
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総合計画に対するご意見を
お聞かせください

問合先　政策推進課政策担当

第25回参議院議員通常選挙の結果 

問合先　選挙管理委員会

秋の全国交通安全運動を実施します

問合先　安心安全推進課交通安全・防犯担当

明るい選挙啓発標語コンクール
入選作品

問合先　選挙管理委員会

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
日
が
短
く

な
り
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
事
故

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
自
動
車
運
転
中
だ
け
で
な
く
、

歩
行
中
や
自
転
車
乗
車
中
も
、
必

ず
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
安

全
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
夕
暮
れ
時
や
、
夜
間
の
交
通
事

故
防
止
に
は
、「
反
射
材
の
着
用
」

と「
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
適
正
な
使
用
」

が
、
と
て
も
有
効
で
す
。

　
歩
行
者
は
、
明
る
い
色
の
服
を

着
用
し
、
反
射
材
を
身
に
付
け
、

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
え
や
す
い
格

好
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
周
囲
の
状
況

を
判
断
し
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
と
ロ
ー

ビ
ー
ム
を
こ
ま
め
に
切
り
替
え
な

が
ら
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　
高
校
生
に
選
挙
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
う
機
会
を
増
や
し
、
若
年

層
の
投
票
率
の
向
上
に
つ
な
げ
る

た
め
、
鶴
ヶ
島
市
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
が
埼
玉
県
立
鶴
ヶ
島
清

風
高
等
学
校
の
生
徒
を
対
象
に

「
鶴
ヶ
島
市
明
る
い
選
挙
啓
発
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
６
３
２
点
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
、
最
優
秀
作
品
１
点
お
よ
び
優

秀
作
品
２
点
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
少
し
の
工
夫
を
す

る
だ
け
で
、
交
通
事
故
発
生
の
リ

ス
ク
は
大
き
く
減
少
し
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
、
自

分
の
命
だ
け
で
な
く
、
誰
か
の
命

を
守
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
交
通
安
全
の
輪
を
広
げ
、
交
通

事
故
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。

実
施
期
間
　
９
月
21
日
㈯
～
９
月

30
日
㈪

運
動
重
点
　
反
射
材
の
着
用
と
ハ

イ
ビ
ー
ム
の
適
正
な
使
用
に
よ
る

交
通
事
故
防
止

街
頭
指
導
　
店
舗
・
交
差
点
利
用

者
に
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
な
が

ら
、交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

日
時
　
９
月
24
日
㈫
16
時
か
ら

場
所
　
ベ
イ
シ
ア
鶴
ヶ
島
店

最
優
秀
作
品

「
そ
の
一
票
　
未
来
を
変
え
る
　
意

思
表
示
」（
３
年
生
　
小お

澤ざ
わ

秋あ
き

徳の
り

さ

ん
の
作
品
）

優
秀
作
品

「
選
ぼ
う
よ
　
令
和
最
初
の
　
投

票
で
」（
２
年
生
　
平ひ
ら

野の

莉ら
い

耶や

さ

ん
の
作
品
）

「
今
こ
の
と
き
　
未
来
に
向
け
て
　

一
票
を
」（
１
年
生
　
中な
か

里ざ
と

す
み
れ��

さ
ん
の
作
品
）

　
令
和
２
年
度
か
ら
の
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
総
合

計
画
」
の
素
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
９
月
１
日
㈰
～
９
月

30
日
㈪

提
出
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
意
見
を
記
入
し
、
メ
ー
ル

（10200010@
city.tsurugashi

　
７
月
21
日
に
行
わ
れ
た
第
25
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
鶴
ヶ
島
市
の

開
票
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

m
a.lg.jp

）、
郵
送（
〒
350
―
２
２

９
２
住
所
不
要
）、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ（
5
２
７
１・
１
１
９
０
）ま
た

は
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

閲
覧
方
法
　
計
画
素
案
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
市
役
所
、
女

性
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
中

央
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

参議院比例代表選出議員選挙
投票率	48.55％ (46.48％)

政党等名称
( 届出順 ) 得票数

日本共産党 2,985(293,786)

自由民主党 8,213(873,762)

オリーブの木 72(					7,554)

社会民主党 565(		44,100)

公明党 4,273(403,601)

国民民主党 1,499(145,141)

日本維新の会 2,078(203,663)

幸福実現党 97(		10,169)

立憲民主党 5,731(578,880)

労働の解放をめざす労働者党 17(					2,701)

NHKから国民を守る党 700(		68,685)

安楽死制度を考える会 186(		18,997)

れいわ新選組 1,370(132,831)
※ (　) は、埼玉県全体の投票率と得票数
です。得票数は、小数点以下を切り捨て
て表記しています

参議院埼玉県選出議員選挙
投票率	48.56％ (46.48％)
当選 候補者名

( 届出順 ) 得票数

ししど	ちえ 2,225(244,399)

当 伊藤	岳 3,626(359,297)

当 矢倉	かつお 5,535(532,302)

沢田	良 2,136(204,075)

さめじま	良司 226(		21,153)

当 くまがい	裕人 5,413(536,338)

当 古川	俊治 7,418(786,479)

小島	一郎 183(		19,515)

佐藤	恵理子 968(		80,741)

※ (　) は、埼玉県全体の投票率と得票数
です




